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日本のイエズス会画派と東アジア： 
マカオの《聖体顕示台を持つ大天使ミカエル》とマニラの《ロザリオの聖母》

はじめに

　1653年のトレント公会議第25会議において、カトリック教会は礼拝および教化における聖像の

重要性をあらためて確認した。同時に、奇蹟をおこすとして特別の崇敬をあつめた中世の聖像の

復興もはかられる。その背景として、聖像崇敬、聖人崇敬、およびそれらに起因する奇蹟を否定

するプロテスタントに対抗する姿勢があることは論を俟たない（１）。こうしたカトリック宗教改

革ないしは対抗宗教改革の美術は、宣教師たちによって大洋を越えて中南米や、インド、そして

東アジアに伝えられていった（２）。当初は西欧から聖像が送られたが、その需要が急速に高まる

にともない、ほどなく現地でも制作されるようになる。日本においては、イタリア人イエズス会

士で画家のジョヴァンニ・コーラが主催した画学舎（seminário dos pintores）で学んだ日本人

の手によって多くの聖像が制作された（３）。

　本稿では先ずジョヴァンニ・コーラの画学舎、すなわち日本のイエズス会画派について論じ、

次いで、マカオにある《聖体顕示台を持つ大天使ミカエル》とマニラの《ロザリオの聖母》に焦

点をあてながら、日本のイエズス会画派の東アジアへの広がりについて検討していく。

１．ジョヴァンニ・コーラと長崎の画学舎

　ジョヴァンニの姓に関しては、コーラを採用すべきであると考えられる。彼の姓は記録によっ

て異なり、研究者の間でも確定していない。ローマのイエズス会古文書館が20世紀に作成したイ

エズス会士目録には「ニコラオNicolao」ないし「ニッコロ Niccolò」と記載されているが、同

古文書館蔵の、母国語であるイタリア語で書かれた1582年の書簡に彼は「コーラ（Cola）」と署

名している（４）。一方、1603年に彼がラテン語で記した宣誓書には「ニコラウスNicolaus」と書

かれているのである（５）。

　これに関し、「Cola」と署名された1582年の書簡が、当時のイエズス会総長クラウディオ・アッ

クアヴィーヴァ宛であったことは注目される。さらに、彼の出身地であるナポリ県の都市ノーラ

の司教座古文書館蔵受洗者名簿を筆者が調査したところ、コーラ姓は散見されるが、それ以外の

ニコラオ、ニッコロ、ニコラウスはなかったのである（６）。なお、ノーラ司教座古文書館の受洗
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者名簿は1590年代から作成されているため、1560年頃生まれたと考えらえるジョヴァンニ・コー

ラの名は記載されていない。今でもノーラではコーラ姓は珍しくないことも付言しておきたい。

　このジョヴァンニ・コーラの画学舎については、シュッテ、ウレム、ベイリー、そしてクル

ヴェーロがイエズス会関連古文書調査の成果を発表しており、筆者は現在それを補完するかたち

で調査を進めている（７）。

　ジョヴァンニ・コーラの経歴について手短に触れると、1560年頃にナポリ王国の都市ノーラに

生まれ、1577年12月にローマで修練生としてイエズス会に入会した。この時点で20歳近くであっ

たことを鑑みれば、イエズス会入会以前にすでに絵画技法を十分身につけていたと考えるのが妥

当である。実際、入会後一年ほどの1579年にはローマを発って日本に向かっている。彼の画家と

しての資質を日本で活かすために、早々に日本に派遣されたと理解できる。当時のイエズス会の

修練期間は通常２年以上であった。

　コーラはローマ出航後、リスボン、ゴア、マラッカ、マカオを経由して1583年に長崎に到着し

たが、その長旅の途中、1580年に修練期間を終えて正式にイエズス会士となっている。来日後、

豊後で西欧絵画技法を教え始めたと考えられるが、本格的な画学舎の設立は1590年以降である。

画学舎は戦乱のために天草や島原、長崎各地を転々とし、1614年には厳しい禁教令をうけて何人

かの弟子とともにマカオに移った。そして、コーラはマカオで1626年に没する。

　画学舎の活動は短期間だったが充実していたといえる。例えば、イエズス会士ペドロ・ゴメス

は1594年に画学舎の生徒（同宿）について、彼等の技術は素晴らしく「ローマから持ってきたも

のと見分けがつかない」と記している（８）。あるいは、もう一人のイエズス会士フランシスコ・

パシオは、1601年に画学舎の生徒の手になる絵は「ヨーロッパで描かれたものに引けを取らない」

とつづっている（９）。実際、コーラの画学舎の生徒の作品のなかでも特に知られている《救世主像》

や《雪のサンタマリア》を例にとると、指や衣文などの細部、あるいは筆さばきや陰影法など、

未熟さは残るものの、十分西欧的といえるだろう【図１，２】（10）。

　ところで、ジョヴァンニ・コーラの画学舎に帰される作品のなかで、《救世主像》は唯一、署

名をともなっている。表に「1597」と、そして裏に「Sacam. Jacobus」と記されているのである。

この人物の一方の親は中国人であり、中国名は倪一誠、日本名はヤコブ・ニワであるとする説も

ある（11）。また、この絵に関して坂本満氏は、マールテン・ド・フォス原画の版画がモデルであ

ると指摘している（12）。事実、コーラの画学舎ではもっぱら西欧伝来の聖画を手本とした絵をて

がけることを主眼としており、特にフランドル製の版画複製が用いられていた。こうした聖像制

作における版画の活用は、カトリック宣教地に共通して認められる。中南米に関しては、カリフォ

ルニア大学デイビス校と教皇庁立ペルーカトリック大学が包括的な調査ならびに研究を進めてい

る（13）。
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２．ジョヴァンニ・コーラとナポリ

　筆者の調査によると、ジョヴァンニ・コーラは16世紀後半ナポリで活躍していた画家ジョヴァ

ンニ・ベルナルド・ラーマの工房において絵画技法を学んだと考えられる（14）。その理由として

先ず、ラーマがコーラと同じくノーラ出身で、ナポリで大きな工房を構えて手広く注文に応えて

いたことが挙げられる。当時のイタリアにおいては、ナポリやローマなど大都市の工房で修行を

積む際は、出身地とゆかりのある工房に入るのが一般的であった。そして、ラーマの工房は当時

のナポリでは唯一のノーラ出身者による本格的な絵画工房だったのである（15）。

　コーラがラーマの工房で学んだとするもう一つの根拠は様式である。《救世主像》や《洋人奏

楽図屏風》など、コーラの画学舎で学んだ日本人画家に帰される作品と、ラーマおよびラーマ工

房の作品は様式的に近いと考えられるのである【図１，２，３，４】。それは、当時のイタリア美術

の最先端にあったフィレンツェやシエナなどトスカナ地方の美術に見られるドラマチックな力強

さ、解剖学に則って筋肉を強調した構築的な人体表現、そして激しい色使いなどと違って、優美

かつ繊細である。また、《救世主像》と同様に、金を用いた中世的な装飾表現が用いられること

も多々あった【図５，６，７】。

　こうした繊細で柔らかな表現は当時のナポリ独自の地方様式であった。それは、フランドルの

影響を受けながらも独特の明朗さと繊細さを打ち出している。この地方様式は一方で、トスカナ

の画家たちと違ってデッサン力に欠けるきらいもあった。コーラの画学舎の生徒の作品も構築的

図１　《救世主像》銅板油彩
東京大学付属図書館

図２　《雪のサンタマリア》紙本
長崎、日本二十六聖人記念館
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なデッサン力に欠けるが、それは、ナポリの地方様式を反映していることも関係していると考え

られる。かくして、コーラによって日本にもたらされた最初の西欧絵画様式はナポリの地方様式

であったと推察することができるのである。

　ところで、この時期にトスカナからナポリに招来されて活躍したジョルジョ・ヴァザーリやマ

ルコ・ピーノなどの当時すでに西欧世界で評価を得ていたトスカナの画家たちが、司教座聖堂や

大規模な修道院といった数は少ないけれども大口の注文を受けていたのに対し、地元画家ラーマ

の工房が女子修道院や教区教会など数多くの比較的小さな注文を一手にこなしていたことは注目

される。ラーマの工房が地元の仕事を大量に安く請負っていたと考えられるのである。

　なお、ラーマはコーラと同郷でノーラ出身だが、ジョルダーノ・ブルーノも同時期のノーラ出

身で、ラーマの友人であった。周知の通り、ドメニコ会士で哲学者、科学者のジョルダーノ・ブ

ルーノはコペルニクスの地動説を擁護したなどの罪で異端に断ぜられ、1600年に火刑に処された。

興味深いことに、ジョルダーノ・ブルーノは喜劇『カンデライオ』において、ジョヴァンニ・ベ

ルナルド・ラーマを主要人物として登場させている。「ジョアン・ベルナルド」の名で、上流紳

士の画家として描写されているのである（16）。大きな工房を構えて手広く注文を受けていたラー

マが、ナポリの上流社会で地位を確立していたことがうかがえる。

３．マカオ

　マカオのサン・パウロ聖堂遺構地下に位置する天主教藝術博物館所蔵の《聖体顕示台を持つ大

天使ミカエル》は、坂本満氏をはじめとして、すでに多くの研究者によってコーラの画学舎の生

図３　《婦女弾琴図》紙本
奈良、大和文華館、部分

図４　《男女逍遥図》紙本
東京国立博物館、部分
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徒に帰されている【図８】（17）。やわらかな色調や金を用いた繊細な縁取り模様など、《救世主像》

をはじめとするコーラの画学舎の作品との類似が認められるのである。興味深いことに、こうし

た特徴は、ジョヴァンニ・ベルナルド・ラーマ工房の作品にもみられる【図１，６】。

　この《大天使ミカエル》は、イエズス会がマカオに建造したサン・パウロ聖堂（天主堂）の副

祭壇画であった。1608年に記されたマカオのイエズス会年報は、金で装飾された大天使ミカエル

の聖像が1607年にサン・パウロ聖堂内に設置されたと伝えている（18）。先に述べたように、コー

図５　ジョヴァンニ・ベルナルド・ラーマ
《聖三位一体》フレスコ、カラマニコ（ペスカーラ）、サンタ・トリニタ聖堂、部分

図６　ジョヴァンニ・ベルナルド・ラーマ
《ペテロとアンデレの召命》板に油彩、ナ
ポリ、ジェズ・エ・マリア聖堂、部分

図７　ジョヴァンニ・ベルナルド・ラーマ
《十字架降架》板に油彩、ナポリ、サンティ・
セヴェリーノ・エ・ソッシオ聖堂、部分
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ラと彼の日本人の弟子たちがキリスト教弾圧を逃れてマカオに避難したのは、それより７年後の

1614年のことである。しかしその一方で、中国宣教に尽力したイエズス会士マッテオ・リッチも

言及するように、東京大学付属図書館所蔵の《救世主像》を描いたとされるヤコブ・ニワ（中国

名：倪一誠）が、1600年頃と1606年に日本からマカオに呼ばれて絵画制作に従事したことが判明

している。色のおき方や柔らかい表情の細部など、《救世主像》と《大天使ミカエル》は様式的

に近く、ヤコブ・ニワが《大天使ミカエル》を描いたと考えることも可能であろう。

　この絵画は図像的にも興味深い。「ヨハネの黙示録」においてドラゴンと闘いサタンを破る大

天使ミカエルは、カトリック宗教改革期ないしは対抗宗教改革期のカトリック教会にとって重要

な意味を有していた（19）。異端であるプロテスタントおよび宣教地における異教との戦いと勝利

を象徴していたのである。しかし、聖体顕示台を持つ大天使ミカエルという図像は極めて珍しい。

聖体顕示台の中の聖体にキリストの磔刑が表され、聖体が実質的にキリストの体であること、す

なわち聖体の全質変化が明示されていることも注目される。

　筆者がこれまで調べた範囲では、聖体を持つ大天使ミカエルを表した絵画は２点しか確認でき

ていない。いずれも18世紀後半メキシコの作で、マカオの方が先行するが、２点のメキシコ作の

図８　《聖体顕示台を持つ大天使ミカエル》
板に油彩、マカオ、天主教藝術博物館

図９　ペドロ・ゴメス・グシウヌム《大
天使ミカエルとグアダルーペの聖母》
キャンバス油彩、18世紀後半、個人蔵
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うち一点が、マカオの図像の多くを踏襲していることは興味深い【図９】。同じ、もしくは類似

した版画をもとに描かれたと考えるのが妥当であろう（20）。なお、1551年のトレント公会議第13

部会において聖体の全質変化が正統教義であることが確認され、聖体が敵や悪に対して霊的効力

があるとされていたことを踏まえれば、聖体が描かれること自体は不自然ではない。実際、この

時期には聖体を称揚する多くの絵画が描かれている（21）。

　これに対して、聖体顕示台から垂れる鎖と繋がっている、画面下部の方形の物体は他に例をみ

ない。通常の大天使ミカエル図像ではこの部分にドラゴンが表される。これは、ヨハネの黙示録

20章に記されている、大きな鎖をもって、サタンであるドラゴンを閉じ込めて封印する天使を表

していると考えられる。異端や異教を象徴するサタンは、方形の物体によって封印されているの

である。

４．マニラ

　「聖体顕示台を持つ大天使ミカエル」図像がメキシコに確認されることは興味深い。周知のよ

うに、1494年のトルデリシャス条約でスペインとポルトガルが南アメリカ大陸を分割したことに

よってスペイン領となった現在のメキシコには、スペイン系の托鉢修道会（ドメニコ会、アウグ

スティヌス隠修会、フランシスコ会）が進出していく。これに対し、中国と日本ではポルトガル

王権を後ろ盾とするイエズス会が布教を進めていた。ただ、日本においては16世紀末以降、スペ

イン系の托鉢修道会も浸透していく。この背景として、1529年のサラゴサ条約を指摘することが

可能である。この条約によって、ポルトガルとスペインはさらに太平洋西端を縦に分割してそれ

ぞれの帰属としたが、この分割線が日本の上を通過していたのである。この条約ではさらに、フィ

リピンの帰属が議論され、最終的にスペイン領内に入れられた。マニラのサン・オーガスティン

修道院宝物館所蔵の《ロザリオの聖母》は、こうした状況のなかで制作されたと理解できるだろ

う【図10】。そして、この絵はコーラの工房周辺に帰属できると考えられる。

　この《ロザリオの聖母》は従来、18世紀ボホールの画家に帰されていた（22）。ボホールはフィ

リピン中部ビサヤ諸島の島である。実際、18世紀ボホールの画家の手になる《ロザリオの聖母》

の構図は、マニラのサン・オーガスティン修道院宝物館のものとほぼ同一である【図11】。しかし、

様式的には全く異なるといえる。18世紀ボホールの画家の作品は、マニラの《ロザリオの聖母》

を地方様式化したものと考える方がより自然であるように思われる。あるいは、同じ版画をもと

に描かれた可能性も排除できない。一方、マニラのサン・オーガスティン修道院宝物館所蔵の《ロ

ザリオの聖母》における色彩、描線、目、口、耳の形状、そして手の形などいずれをとっても、コー

ラの日本人弟子が作成した作品との類似を指摘することが可能である【図４，12，13，14，15】。特

徴的な表現、特に視線や両手の形状は、ここにあげた以外にも他の多くのコーラの弟子に帰属さ

れる作品にも認められる。一方、金を用いた縁取り装飾は、《救世主象》やマカオの《大天使ミ
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カエル》を想起させる【図１，８】。

　この絵の主題が「ロザリオの聖母」であることは着目すべきである。聖ドメニコが聖母マリア

と幼児キリストからロザリオを授けられたという話にもとづく「ロザリオの聖母」は元来、ドメ

ニコ会にとって重要な聖像であった。しかし、カトリックの神聖同盟軍がオスマントルコ軍を

破った1571年のレパント海戦の勝利が「ロザリオの聖母」の奇蹟に帰されて以降、「ロザリオの

聖母」はカトリック教会全体の異教に対する勝利の象徴となり、カトリック世界ではドメニコ会

と関係なく数多く描かれていく（23）。すなわちカトリック宗教改革期ないしは対抗宗教改革期、

「ロザリオの聖母」はスペイン系の托鉢修道会とポルトガル系イエズス会の双方にとって重要な

聖像主題となったのである。

　ところで、このマニラの《ロザリオの聖母》がどこで描かれたのかは詳らかでない。日本もし

くはマカオにおいてコーラの画学舎の日本人生徒が描いたものが、マニラに送られたと考えるこ

ともできる。一方、マニラにも高山右近をはじめとして数多くの日本人キリスト教徒が移り住ん

だことを鑑みれば、マニラで描かれた可能性も否定はできない。

図11　18世紀ボホールの画家
《ロザリオの聖母》、個人蔵

図10　《ロザリオの聖母》板に油彩、マニラ
サン・オーガスティン修道院宝物館
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５．結　語

　先に、コーラの画学舎に帰される絵画が、日本のみならずマニラとマカオにも存在する背景と

して、大航海時代におけるポルトガル系イエズス会とスペイン系托鉢修道会の太平洋西端におけ

る活動に言及した。しかし、より大きな要因は、16世紀後半からにわかに盛んとなっていった日

本、マカオ、そしてマニラ間の交易であったと考えられる。この海域における、金銀、鉛、絹、

陶磁器などの交易の実質的な担い手として活躍し、また、その物質的な恩恵にあずかっていたの

は、ポルトガルとスペインの商人や宣教師ではなく、中国人、フィリピン人、そして日本人など

の東アジアの人々であった（24）。そして、こうした東アジアの人々を主役とするマカオ、マニラ、

日本を結ぶ活発な交易を通して、日本のイエズス会画派の芸術か海を越えて東アジア地域に拡散

していったと考えられるのである。

本研究は JSPS 科研費18H00633の助成を受けたものである。
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図12　図10の部分

図13　《地蔵稚児文殊》紙本
神奈川県、宝金剛寺

図14　《師父二児童図》紙本
神戸市美術館、部分

図15　《水車のある西洋風俗図屏風》
紙本、個人蔵、部分
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